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14 感染症などの流行、拡大を防ぎ、食の安全を確保する

Ａ

総合評価結核予防法の定めにより、レントゲン検診、ＢＣＧ接種を実施する必要があります。ＢＣＧ接種は接種月齢が
引き下げられたため、その影響により接種率が低下していないかを監視する必要があります。レントゲン検
診については、広報とは別のチラシで啓発し（受診票付き）、現在の6日間で支所管内の集会所等を巡回す
る方策が最善と考えています。
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検診の対象年齢である65歳以上の人口を分母とし、結核レントゲ
ン検診の受診者数を分子とし、その受診率を指標としました。（65
歳以上の方で､呼吸器疾患で治療中の方など、この検診の対象か
ら除外される方も含んだ上での受診率となっています）
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【結核レントゲン検診】
・接種方法　検診車による集団検診（集会所等を23箇所巡回）
・周知方法　広報誌に情報を掲載します。受診票付のチラシを各戸に配布します。
・個人負担額　　無料
【乳児ＢＣＧ接種】
・接種方法　医療機関委託による個別接種方式
・周知方法　出生届時に説明書、予診票を手渡します。

結核予防法終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

結核レントゲン検診：65歳以上の市民
ＢＣＧ接種：3～6か月児

事業名
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577

伊賀市　事務事業評価シート

結核の早期発見をし、社会での疾病の蔓延を防ぐことができます。
乳児のＢＣＧ接種は、結核の感染を防止することができます。
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結核予防法の改正により、平成17年度から結核レントゲン検診の対象年齢が引き上げとなり、また乳幼児のツベルクリン検査が廃止となり、ＢＣＧ
接種の接種年齢が早められました。乳幼児のＢＣＧ接種についての法改正は、対象となる方々が不利益をこうむる事のないように、個人通知をする
など周知の徹底を図りました。今後も法改正による実施方法の変更の可能性があり、その都度の対応が必要となります。
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